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Ⅰ　はじめに 
　日本と韓国は海を挟んで、互いに望見できるほど近い隣国であり、古くから密接な歴史的関係を結んでき
た。しかしながら、韓国人の日本認識は決して十分とは言えない。それは、日本に対する知識の不足にもよる
が、自国中心的教育から得た偏った日本観による面も大きいと言われている。日本では、このような日本観を
「反日」と決めつける人もいる（山内・古田、1997）。鄭大均（2012）は「反日は韓国のアイデンティティと不
可分な関係があり、反日と無縁な韓国人はいない」と述べている。「反日」は様々などころで現われている。
2012年のロンドン五輪では、体操日本代表のユニフォームが旭日旗に似ているとし、旭日旗はナチスのハー
ケンクロイツと同じく軍国主義や侵略の象徴である「戦犯旗」であるとして、韓国人による非難の動きが相次
いた。また、2013年の ワールド・ベースボール・クラシックの準決勝と決勝が行われたサンフランシスコの
球場のそばに、在米韓国人が竹島の韓国領有を主張する大型広告を設置した。
　1998年 10月 8日に日本国内閣総理大臣小渕恵三と大韓民国大統領金大中が、過去の両国の関係を総括し、
現在の友好協力関係を再確認するとともに、これからあるべき日韓関係について意見を出し合い、新たな日韓
パートナーシップを構築するとの共通の決意を宣言した。これが「日韓共同宣言　21世紀に向けた新たな日
韓パートナーシップ」である。
　1998年の日韓パートナーシップ共同宣言から 2002年日韓ワールドカップ、さらには 2003年頃からの韓流
ブームをきっかけとして日韓の間に文化交流が活発になっており、相互理解を基盤とした共生共存、協力関係
への動きに期待が寄せられている。「日韓共同宣言　21世紀に向けた新たな日韓パートナーシップ」は、韓国
の第 7次教育課程の実施時期と重なる。それで、韓国社会科教科書の日本の記述に関する研究を探してみる
と、歴史教科書に関する翻訳と分析した研究論文は以下のいくつかがある。梅田・李ほか（2006）の「日本と
韓国の中学校用歴史教科書における両国関係史の記述内容に関する研究」、坂井 （2003）の『日本と韓国の歴
史共通教材をつくる視点』、藤田（2013）の「韓国の歴史教科書 -教育課程と『東アジア史』-」、狩野・土屋
（2002）の「日韓歴史教科書問題の課題と展望」などである。こうした研究論文では、歴史科目の「教育課程」
の変遷から記述の変遷まで分析している。だが、そうした歴史教科書の状況に比べると韓国の地理教科書に関
して分析した論文はなく、教科書もいまだ翻訳されていない。岩井・朴ほか（2008）は、韓国の「国史」の中
での日本のイメージが「侵略者」、「文化的後進国」であることを指摘している。歴史教科書だけではなく、地
理教科書においても、何らかの特徴があるのならば、その特徴を明らかにし、記述することに意義があると言
えよう。筆者は主に日本と韓国と中国の地理教科書の互いの記述の変遷に関する研究を行っている。修士論文
（南、2013）では、「日本の高校地理教科書における中国に関する記述の変遷」について分析した。現在は韓国
の高校地理教科書における日本に関する記述の変遷について研究している。本稿は、韓国の高校地理教科書に
おける日本に関する記述の一環として 1997年から現在まで実施されている第 7次教育課程（地理科目）の間
に出版された韓国の高校地理教科書における日本に関する記述をまとめ、その特徴を明らかにすることを目的
とする。
本稿で取り扱う韓国の高校地理教科書は、韓国の国立中央図書館と国立子供図書館、日本の教科書図書館
で集めることができた教科書である。なお、参考にした教科書の教科書名、作者名、出版社名は漢字で表記で
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きるものは漢字で表記した。また、同じ年にいくつかの出版社から出版された教科書は、分析する際に教科書
名と出版年の後に出版社名を加えた。また、本稿で主に参考にしたハングルの研究論文には、金振国（2004）
の「我が国の地理科教育課程の目標の設定に関する研究」、鄭珉（1995）の「韓国と日本の地理教科書比較分
析：高校地理教科書を中心に」、LeeJinWoo（이진우）（2006）の「韓国と日本の高校地理教科書比較分析」、
Sin Hongcheo（신홍철）（2004）の「第 7次教育課程「世界地理」教科書の構成体系、内容要素および学習資
料の分析：－世界地理単元を中心に－」がある。著者名が漢字で表記されたものはそのまま漢字表記を使い、
ハングルで表記され、漢字表記が確認できなかったものは、ハングルの英語表記に従って表記した上でハング
ルの表記を加えている。
Ⅱ　第 7次教育課程地理科目（1997 ～現在）の特徴
１．韓国の教育課程
　各国の教育の教科書は、それぞれの国の制度を則り、教育事情を考慮して編集・出版されている。そして、
教科書に関わる制度や教育事情は、学校教育制度や社会経済情勢などを反映し、国度ごとにかなり異なる。従
って、韓国高校地理教科書における日本に関する記述は、韓国教育制度の「教育課程」の影響を受けている。
　韓国の学校制度は、6・3・3・4制を採用している。韓国の「教育課程」は、日本の「学習指導要領」に相
当するものであり、教科書の作成と検定はこれに基づいて行われている。現在は 1997年 12月に公示された第
7次教育課程が実施されている（奥田・楠山、2004）。
　表 1は、教育課程の変遷と出版された教科書、出版社と地理科目の構成方向を示したものである。具体的に
韓国における教育課程の時間表と各教育課程が実施されていた際に出版された外国地理に関する記述がある高
校地理教科書の出版年度、教科書名、出版社名と時期ごとの地理科目の構成方向を示す表である。
学習年と必修・
選択
사조사
表１　韓国における教育課程の変化と社会科の教授学習方法
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2．構成方向
　第 7次教育課程は、「21世紀の世界化、情報化社会を主導できる創造性がある韓国人を育成する」ことを基
本とし、生徒の健全な人格発展と多様な能力と適用性を尊重しながら、創造力が育つ学生の育成を中心とした
教育課程である（教育部、展開書、1997、p.10）。第 7次教育課程の社会科編成には大きな変化が現れ、国民
共通基本課程は 10学年（小学校 6年、中学校 3年、高校 1年）と選択教育（一般選択、深化選択）の 11～
12学年（高校 2年、3年）に分けられた。
　地理科分野では第 6次高校教育課程の社会科に含まれていた『共通社会』が、国民共通基本教育課程の 10
学年『社会』になっている。そして『韓国地理』、『世界地理』、『経済地理』の 3つの科目が深化選択科目とな
った。
　本稿では、韓国高校地理教科書の中の日本に関する記述に関して分析するため、『社会』、『韓国地理』、『経
済地理』教科書は研究対象にしない。韓国の『社会』科目は日本の『社会』と同じく、科学的な社会認識を形
成し、それを通して市民として生活するための資質を育てることを目的とする教科である。『韓国地理』の学
習対象は韓国国内の地誌である。『経済地理』の学習対象は経済諸活動の分布や空間的差異、空間的相互作用
を学習対象としている。そのため、本稿では外国地誌を学習対象とする『世界地理』における日本に関する記
述を研究対象にする。従って、以下では『世界地理』の内容構成を詳しく分析していく。
2.『世界地理』の目標
　『世界地理』の目標は以下の（ａ）～（ｅ）の 5つがある。
（ａ）世界の各地域の自然環境と人文環境を要素別に把握し、この要素間の相互作用を総合的に理解させる。
（ｂ） 地理学の基本概念と原理を利用し、世界各地域の変化を、その変化をもたらした要因を把握し、世界各
地域をより深層的、体系的に理解させる。
（ｃ） 世界各地域の多様な資料を収集し、図表化・地図化させ、その資料を分析、総合評価し、その地域の問
題点、主題、争点を探求させる。
（ｄ）地域情報の収集と処理能力、発見及び探求能力、思考力、地域問題の解決能力を養う。
（ｅ） 各地域の特徴を把握し、それを土台として地域間協力、及び相互共存の道を模索しようとする姿勢を持
たせる。
　表 2は、第 7次教育課程期における地理教育課程の高校『世界地理』教科書の内容構成を表している。第 7
次教育課程では、『世界史』、『社会・文化』などの科目の内容と相互関連して学習できるように文化・歴史的
背景が重要視された。これによって、韓国との関係を見ながら親しく、もっと面白く学習できるように努めて
いる（Sin Hongcheo신홍철、2004）。
　地域区別の方法も特別である。まず、韓国と距離の遠近によって、近隣諸国からヨーロッパ、アメリカとカ
ナダ、オーストラリアとニュージーランドの順に紹介されている。これは、近隣諸国との相互関係を重要視し
たからである。近隣諸国では中国と日本の 2つの国がそれぞれ 1節を使って紹介されている。韓国と離れてい
る国々は、経済水準によって、「早期産業化した国」、「地域開発で活気がある国」、「社会主義崩壊が変化をも
（韓国高校地理教科書と国家教育課程情報センター資料より筆者作成）
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たらした国」の順で紹介されている。こうした章や節の構成を見ると、まだ資本主義国家群と旧社会主義国家
群が分けて紹介されていることがわかる。
Ⅲ　1997 年から現在までの日本に関する記述内容
1．第 7次教育課程期における地理教育課程での日本の位置づけ
　第 7次教育課程期における地理教育課程では、日本は「近隣諸国」の章の 1つとして中国と一緒に現れてい
る。「教育課程」では日本に関しては以下の 2点が挙げられている。1点目は、「急速な産業発展と経済成長の
過程、及び背景を理解させる」であり、2点目は、「工業の特性と主要工業地帯の特色を把握させる」である。
2．日本に関する記述
　表 3は、第 7次教育課程期に出版された韓国の高校『世界地理』教科書の日本に関する記述内容を整理した
ものである。表 3を見ると、従来の地理教科書の中でよく見られた「自然環境」、「文化」、「資源」などに関す
る記述は全部省略され、「近代化過程」、「経済」と「工業」に関する記述しかないことが分かる。
表 2　第 7次教育課程期における地理教育課程の高校『世界地理』教科書の内容構成
（韓国教育課程評価院、国家教育課程情報センターの資料より筆者作成）
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（韓国高校地理教科書より筆者作成） 
表 3　1997 年～現在までの韓国高校『世界地理』教科書の日本に関する記述内容
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　図 1は、第 7次教育課程期に出版された教科書の日本記述の割合を示したものである。第 7次教育課程で使
われた教科書の中で、日本に関する記述割合が最も高いのは、2002年地学社（지학사）から出版された『世
界地理』で 5.3％であり、最も低いのは、2003年天才教育（천재교육）から出版された『世界地理』で 3.3％
を占めている。この時期の日本に関する記述が占める平均割合は 4.2％であり、第 6次教育課程で使われた教
科書の 3.7％より、0.5％上回っている。
3．具体的な内容
　表 3から見ると、この時期の韓国高校『世界地理』教科書の日本に関する記述の対象は主に経済と工業にな
っていることが分かる。
　2000年『世界地理』の第 2節「工業と貿易」では「工業の成長」、「工業地域」に分けて記述している。第 1
項目の「日本の工業成長」では、「日本は第二次世界大戦後にアメリカに占領され、財閥の解体、労働組合の
育成などの経済民主化を推進し、1950年代中期までに破壊された工場が回復された。1950年代中期から 1970
年代中期まで工業の高度成長期を迎えた。機械と金属などの工業が発達と輸出が急増し、世界的な重化学の工
業国になった」とある。第 2項目の「工業地域」では、日本の京浜工業地域、阪神工業地域、中京工業地域と
北九州工業地域の 4大工業地域を 1つずつ分けて、各工業地域の特徴を詳しく紹介している。
　2002年『世界地理』の第 1節の第 2項目の「第二次世界大戦後の急速な経済発展」では、「第二次世界大戦
後の 1955年から 1973年まで高度成長期を迎え、世界第 2位の経済大国に成長した，日本は安くて豊富な労働
力と積極的に技術を導入し、そして 1960年代の原料資源とエネルギー資源の価格安定、ベトナム戦争による
需要によって高度成長を遂げた」とある。
　2003年に天才教育から出版された『世界地理』の第 2節「日本の経済成長による利益と問題点」では、「日
本は第二次世界大戦後に高度の経済成長政策を実施し、経済大国になり、経済力をもとに国際的発言権が多く
得られた。だが，貿易黒字の増加が続いていくのにつれ、アメリカとヨーロッパ間に摩擦を起こした。日本は
貿易摩擦を避けるために現地投資と海外工場建設に力を入れるなど、高度に発達した技術と日本の特有な経営
方法で問題点を解決している」とある。また、第 3節の「日本の工業の特性と工業地域分布」では、「第二次
世界大戦後、繊維工業を中心とした軽工業が発達していたが、1960年代からは重工業を中心として高い成長
を遂げた。1980年代以後はパソコン、半導体と電子通信などの付加価値が高い先端産業が発達している。日
本の工業は、中小企業比重が大企業より高く、工業構成が安定的に発達している。大企業と中小企業間の結合
が適切であり、世界景気変動に弾力的に対応できる」とある。
　2003年に金星出版社から出版された『世界地理』第 1節の第 1項目の「解放を急いだ日本」では、「日本は、
19世紀中期の明治維新以後に西洋の医学と技術、制度などを受け入れ、本格的な近代化に着手した。近代化
初期は紡績工業などの軽工業が中心として発達してきたが、20世紀初期に八幡製鉄所が生産を始めてから軍
図１　第 7次教育課程で使われた地理教科書の日本記述の割合
　（韓国高校地理教科書より筆者作成）
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需工業などの重工業が急速な発展をし、主要幹線に鉄道が建設された」とある。また、「第二次世界大戦後に
ほとんどの国内の産業施設が破壊されたが、現在は世界経済先進国としてアメリカとヨーロッパ国と肩を並ん
でいる」とある。
　表 4は，第 7次教育課程期に出版された韓国高校『世界地理』教科書の日本に関する記述の内容別文字数を
示したものである。2002年、2003年に出版された教科書のいずれもが工業と経済項目のみの記述になってい
ることが分かろう。
Ⅳ　日本に関する記述の特徴
　現在実施している第 7次教育課程時期に出版された韓国高校地理教科書の形式上の大きな特徴は、2003年
に天才教育と金星出版社から出版された『世界地理』の節のタイトルが疑問文になっており、項目内で質問に
答える書き方になっていることである。また、2003年天才教育が出版された『世界地理』では従来の 1つの
節にいくつかの項目がある形式から、節のタイトルの質問だけに答える形式になっている。続いてこの時期の
日本に関する記述内容の特徴は以下の 2点である。第 1点は、日本に関する記述は経済と工業を中心として書
かれていることであり、第 2点は、日本の軍国主義と経済発展を結びつけていることである。以下ではこの 2
点の内容と特徴について見ていく。
1．経済と工業を中心として書かれている。
第 1点目の特徴は既にⅢ章で説明している。この時期の韓国の高校地理教科書における日本に関する記述
は、経済と工業を中心として書かれているのである。特に、2002年から出版された韓国の高校『世界地理』
教科書では、「自然」、「文化」などに関する記述はなく、「経済」と「工業」に関する記述しかない。そして、
このことを数量的に示したのが表 5である。表 5は、2002年から現在まで使われている高校地理教科書の全
てが日本の経済と工業に関する記述であることを示している。
表 4　1997 年から現在まで使われている韓国の高校『世界地理』の教科書の内容別文字数
（韓国高校地理教科書より筆者作成）
表 5　2002 年から現在まで使われている『世界地理』の教科書の内容別文字数
（韓国高校地理教科書より筆者作成）
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　また、日本に関する記述の中で経済と工業に関する記述が中心になっているだけではなく、図 2から明らか
なように、記述内容と同じく、この時期の韓国の高校『世界地理』の日本に関する図表の中でも最も多いのは
「経済産業」に関する図表である。ただ、日本に関する記述では見られなかった「自然」であるが、図表では
日本列島図が 2003年天才教育と金星出版社から出版された『世界地理』教科書に 1枚ずつ載せられている。
また、「戦争」についても、図表では 2002年と 2003年 (天才教育 )の『世界地理』教科書に掲載されている。
これは上述した特徴の 2つ目の「軍国主義と経済発展の結びつき」と関連している。
　図表において経済と工業偏重の特徴として示すことのできるものに、経済発展を示す写真の採用がある。図
3と図 4は、大韓教科書出版社から 2003年に初出版され、2006年に再出版された『世界地理』教科書の中で
使用された写真である。これらの写真は、経済発展後の日本の姿を反映していると言えよう。
このように韓国の高校地理教科書における日本の記述内容が経済と工業に偏っている理由の１つとして考
えられるのは、Ⅲ章の第 1節で書いたように、第 7次教育課程期における地理教育課程の中の日本の位置づけ
である。第 7次教育課程期における地理教育課程では、日本に関する記述において明確に「急速な産業発展と
経済成長の過程、及び背景を理解させる」、「工業の特性と主要工業地帯の特色を把握させる」と要求してい
る。つまり、地理教育の基本方針がそもそも経済と工業偏重を促しているのである。
ではなぜ、韓国の地理教育の基本方針が、日本の記述を経済と工業偏重にしているのであろうか。ここで
は既述した岩井・朴ほか（2008）の「国史」の分析が参考になろう。既述したように、岩井・朴ほか（2008）
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図 2　第 7次教育課程期に使われている韓国高校『世界地理』教科書の日本に関する図表の内容別枚数
　（韓国高校地理教科書より筆者作成）
図 3　繁栄している銀座 図 4　新宿の東京都庁
（2003年『世界地理』、大韓教科書出版社、p、85）
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は、韓国の「国史」の中での日本のイメージが「侵略者」、「文化的後進国」であることを指摘している。筆者
がほかの年代の韓国の高校地理教科書に関して分析を行った際にも、韓国が日本に対する「文化的優越感」を
持っていることが強く感じられた。つまり、韓国側からすれば、この時期に感情的になりやすい「文化」的要
素を敢えて入れなかった、或いは韓国自身の有する「文化的優越感」により、日本の文化に関して書くものが
なかったのではないかと推測する。その結果、教科書で理性的に日本に関して記述できるのが、経済と工業で
あったと思われる。
２．日本の軍国主義と経済発展を結びつけている。
見てきたように、韓国の高校『世界地理』教科書の特徴には、「経済と工業を中心として書かれている」と
いうものがあった。だが、さらに深く読み込んでいくと、韓国の高校『世界地理』教科書には、日本の経済と
工業の発展は、戦争、即ち日本の軍国主義とアメリカの支援が原因であると書かれていることが分かる。これ
が、この時期の日本に関する記述の 2点目の特徴である。また、第 7次教育課程期内の戦争に関する記述は、
1960～ 70年代とは違い、感情的な言葉を使わずに日本への批判的立場を示している点もその特徴になってい
る。さらに、この時期、戦争に関する記述において、タイトルではっきりそのことが書かれるようになった。
これも初めてのことである。歴代の韓国の高校地理教科書も繰り返し経済と工業の発展は戦争とアメリカの支
援などによると書かれていたが、タイトルには表れていなかった。
　経済に関する記述の中で、実は日本の近代に関する記述は大量に書かれている。つまり、日本の経済成長を
歴史の流れの中で紹介しているのである。特に、日本近代化の中での侵略戦争或いは軍国主義に関する記述が
多く見られている。日本の経済成長と発展の始まりは、日清・日露戦争で得た賠償金であり、1929年に大恐
慌で日本は経済的ダメージを受け、1931年に中国満州地域を占領し、食糧を得るとともに工業発展のために
必要な地下資源を奪わなければならなかった。やがて日本は中国の資源と市場を奪うために中国本土に対する
侵略戦争をしたなど、歴史教科書なみの歴史記述が書かれている。だが、この経済発展過程を述べている項目
では、従来と異なり、日本の朝鮮半島に対して行った行為の記述はなく、ほとんどの侵略対象を中国に向けて
いる。
戦争に関する記述は各教科書の第 1節に書かれている。2000年『世界地理』の「近代化過程」、2002年『世
界地理』の「経済成長の過程」、2003年に天才教育から出版された『世界地理』の「経済成長の過程と背景」、
同じく 2003年に金星出版社から出版された『世界地理』の「急速な経済発展」である。日本に関する学習は
地理的背景ではなく、歴史的背景から入り、戦争から始まる。この時期よりも以前に出版された教科書では、
戦争に関する記述は、文化、国民、工業などの項目の中で書かれており、タイトルからでは分からなかった。
だが、現在の教科書の戦争に関する記述は、タイトルからも分かるようになっている。例を挙げると「領土拡
大と敗戦」、「近代化と軍国主義」などである。
2000年『世界地理』第 1節の「近代化過程」では、日本の近代化過程の歴史的な背景を述べている。記述
内容を見ると、第 2項目「近代化過程」では、「日清戦争の勝利後、台湾を植民地にして、清政府から多くの
賠償金をもらった。その賠償金で炭鉱が多い北九州に製鉄所を造ると同時に中国から鉄鉱石を独占輸入し、鉄
鋼の自給を実現した」と書かれている（2000年『世界地理』、p.130）。そして「1904年の日露戦争で軍需工業
と製鉄・機械・造船工業などを発展させ、重工業を中心とした第 3次産業革命を起こした」とある（2000年
『世界地理』、p.130）。この項目では、朝鮮半島の植民地化に関しても記述されている。第 3項目「領土拡大と
敗戦」では、満州への侵略から、第二次世界大戦と太平洋戦争に関して記述している。第 1節の各項目の全体
的な内容から見ると、日本の近代化は戦争によるものであるという理解である。
2002年『世界地理』でも同じ傾向が見られる。第 1節「経済成長の過程」の第 1項目の「近代化と軍国主
義」でも、日本の近代化は黒船来航から明治維新、日清・日露戦争から得た賠償金で産業を発展させた、そし
て、満州への侵略と日中戦争で食糧と地下資源を奪い、やがて東南アジアまで侵略し、石油、鉄鉱、食糧など
の資源を確保したと記述されている。日本の近代化への道は戦争と剥奪で得られたものであるように書かれて
いるのが特徴である。第 5次教育課程と第 6次教育課程でも日本の「近代化過程」に関する記述が節になって
いるものと貿易に関する記述の中で近代化（特に侵略の歴史）に関する記述がある。だが、節のタイトルで
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「軍国主義」という単語が現れたのは第 7次教育課程の本教科書が初めてである。
2003年金星出版社から出版された『世界地理』の第 1節の第 2項目「日本の急速な経済発展の理由は？」では、
「第二次世界大戦の敗戦で大部分の産業施設が破壊された日本は、前に蓄積されてきた技術と産業復興政策、
そしてアメリカの援助などで産業施設が復旧され、経済成長を図った。1950年代の朝鮮半島朝鮮戦争とベト
ナム戦争は地理的に近い日本に経済復旧の絶好機を提供した。これをきっかけに世界経済大国に発展した」と
ある。
2003年に天才教育から出版された『世界地理』では、こうした日本の経済発展の特徴と軍国主義の関係を、
風刺漫画を採用して説明しており、とてもわかりやすい。風刺漫画になっているのは図 5、図 6の 2枚ある。
この教科書の章のタイトルは疑問文になっていて、項目がその答えになっている。節には、記述で答えが書か
れているが、実は、図の内容と同じであり、図の中の文字を見た方が簡単明瞭で分かりやすい。
まず図 5を上図の左から右へ翻訳して、韓国が思っている日本の経済成長過程を探ってみよう。順番に翻
訳していくと、上図 1枚目は「1945年無条件降伏」、2枚目は「民主主義の農地改革と財閥解体」、3枚目は「1950
年代、朝鮮戦争でお金を儲け、アメリカの援助を受けている」である。続いて下図を左から右へ翻訳すると、
1枚目「経済跳躍」（1964年の東京オリンピック）、2枚目「1970年代、石油波動、私たちはちっとも影響され
ていない」、3枚目「1980年代以後、貿易黒字、奪おうとしないで」、4枚目「過去の侵略戦争に関する現在の
責任意識は？過去は聞かないで」である。
この教科書では、19世紀後半の明治維新に関する歴史から記述している。日本は明治維新以来ヨーロッパ
などの先進工業国から技術を導入して工業化を推進した。第二次世界大戦後はアメリカの無償援助と朝鮮戦争
を契機として短期間に戦後復興が可能であったと記述されている。そして、1970年代の石油波動に関しても
記述されている。図 5の下図左から 3枚目を見てみると、人物の表情と貿易黒字を抱っこしている行動などか
ら、風刺漫画であることが分かる。
図 5　日本の経済成長過程
（2003年『世界地理』、天才教育出版社、p.96）
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次に、図 6は、日本の工業成長の要因を説明する絵であり、教師に質問されて、生徒が答えている。教師
の質問は「資料をみると日本工業成長とＧＮＰが分かる。今から日本経済が成功した要因を考えて、１人１つ
ずつ要因を言ってみてください」とある。最初の生徒は「敗戦後日本をアメリカが支援した」、２番目の生徒
は「勤勉・協同・節約の国民性を持っている」、３番目の生徒は「朝鮮戦争に物資を供給して経済復興した」
と答えている。
このように、韓国の高校『世界地理』教科書は、経済と工業の記述に特化しながらも、第二次世界大戦前は、
もっぱら戦争や日本の軍国主義との関連から経済成長を語り、また第二次世界大戦後は、アメリカの援助、朝
鮮戦争等、必ずしも自立的な発展理由ではないところに重点を置いた経済発展が強く意識されていることが明
らかとなる。
Ⅴ　おわりに
　第 7次教育課程期における日本に関する記述の特徴は以下の 2つがある、1つ目は、日本に関する記述の対
象は主に経済と工業である。2つ目は、日本の軍国主義と経済発展を結びつけている。日本に関する記述は地
理的背景ではなく、歴史的背景から入り、戦争から始まった。その歴史的背景が日本の経済発展の原因として
取り扱われ、経済と戦争を結びつける記述内容になっている。
また、第 7次教育課程期以前に出版された教科書において、日本に関する記述のタイトルでは直接現れな
かった戦争に関する単語が、この時期になると直接「領土拡大と敗戦」、「近代化と軍国主義」など、項目のタ
イトルとして現れるようになった。だが、日本に関する記述の本文に入ると、1960～ 70年代に出版された教
科書の中の戦争に関する記述と違い、感情的な言葉は使われていない。例を挙げると 1960～ 70年代に出版さ
れた教科書の戦争に関する記述では、「朝鮮戦争のおかげである」、「神域と言われた日本にアメリカ軍が駐留
し、神と言われた天皇がダグラス・マッカーサー司令官に頭を下げなければならなかった」のような記述があ
ったが、第 7次教育課程期内に出版された韓国高校『世界地理』ではこうした言葉は現れていない。戦争を思
わせる単語が直接項目のタイトルとして現れたものの、記述には感情的な要素が入っていないことが、第 7次
教育課程期内の戦争に関する記述の特徴である。
その理由として、考えられるのは、この時期の韓国大統領の政策である。南（2012）では、韓国政権の追
求するナショナリズムの差が対日政策に影響していると指摘した。この時期の韓国大統領は金大中、盧武鉉、
李明博である。金大中、盧武鉉在任時期に韓国政府は「太陽政策」3を実施した。「太陽政策」は、韓国の中
年層を中心に支持する人が多かった。しかし、朝鮮戦争従軍者を中心に、長年にわたり反共政策を支持した韓
国国内の高齢層、退役軍人はもとより、統一への関心が低く経済的な負担感を嫌う若年層からは反発が強かっ
た。そうした理由から日本に関する記述の中の戦争に関する記述をあえて表に出す必要性があったではないか
と推測した。中でも、日本に関する記述の中で最も戦争に関する記述が多かったのは盧大統領の在任時期であ
った。盧大統領は 2005年以降、「独島問題を日本の歴史教科書歪曲、靖国神社参拝問題とともに、韓日両国の
過去の清算と歴史認識、自主独立の歴史と主権守護のレベルで正面から扱っていく」（『中央日報』、2006年 4
図 6　日本工業成長要因
（2003年『世界地理』、天才教育出版社、p.98）
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月 25日）などと語り、日本に対して強硬な姿勢をとりつづけた。こうした対日強硬姿勢がこの時期の高校地
理教科書にも反映されているのではないかと思われる。ただ、これらはいずれも仮説であり、本稿は第 7次教
育課程期に出版された韓国高校『世界地理』教科書の日本記述に関する特徴の解明を目指したに過ぎない。そ
うした内容を規定した理由については、稿を改めて検討していく予定である。
注
1　教授要目期とは、一般に光復後から 1954年文教部令の第 35号が発表されるまでの時期を言っている。
2　 朝鮮戦争とは、1948年に成立したばかりの朝鮮民族の分断国家である大韓民国と朝鮮民主主義人民共和国の間で、朝鮮
半島の主権を巡り北朝鮮が、国境線と化していた 38度線を越えて侵攻したことによって勃発した国際紛争のことである。
日本では朝鮮戦争と呼んでいるが、韓国では韓国戦争や朝鮮戦争あるいは 6・25（ユギオ）戦争、北朝鮮では祖国解放戦
争と呼ばれている。韓国高校地理教科書の中でも韓国戦争、韓国動乱、6・25戦争など様々な呼び方があるが、本稿では
朝鮮戦争と統一する。
3　 太陽政策（たいようせいさく）とは、1998年 2月 25日から 2008年 2月 24日までの間大韓民国（韓国）政府が採用して
いた、朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）への外交的緊張緩和政策であり、金大中・盧武鉉政権下でこの外交政策が採用
されていた。
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